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辺の広大な水域で，アジ，サバ，イワシ，カ
ツオ，マグロなど海洋の表層に生息し，大き
な魚群を作る浮
うきうお
魚を周年，漁獲しています。
網の大きさは対象魚種や漁場の状況などで異
なりますが，1,000～1,800m程度で，深さは
100～250m程度です。大中型まき網漁業は，
海面漁業の漁獲量では約20％，水揚金額では
約10％を占める，最も重要な漁業のひとつで
す。これらの浮魚は，日本周辺海域で生ま
れ，大きな魚群を作り，主に沖合域を回遊し
ています。
小型の浮魚は，マグロやカツオなど，より
大型の浮魚や鯨類の餌になります。また海洋
環境変動により，資源量は数十年の周期で大
きく増減します。これらの浮魚には，長期的
な資源量の変動を繰り返すこと，卓越種が入
れ替ること（魚種交替），資源の増減にとも
ない分布域が拡大縮小すること，大きな群れ
を形成すること，北に索餌場，南に産卵場が
あること，春～夏季に索餌のため北上回遊
し，秋～冬季に産卵のため南下回遊すること
が特徴です。
浮魚資源の季節的な来遊状況に応じて漁場
を移動しつつ効率的な操業を行うことによ
り，気候変動に適応しながら継続して操業す
ることができます。また熱帯から亜熱帯の海
域で，主にカツオを対象としたまき網漁業が
盛んに行われています。遠洋での操業となる
ことから，多くの船は大型で，中にはヘリコ
プターを搭載して，魚群を探索している船も
あります。このように，最新の装備を駆使し
た操業を行いつつ，産業としての漁業が行わ
れています。
〔定置網漁業〕
定置網漁業は，沿岸に網を固定して，移動
してくる魚を網の中に追い込んで漁獲する漁
業です。
この漁業では，網を設置する場所は許可制
となっており，その権利は代々受け継がれて
います。鹿児島県の，ある定置網漁業者に伺
ったところ，昭和初期のころ設置場所を決め
る際には，定置網漁業が盛んであった和歌山
県の専門家に相談し，風やうねりの影響が少
なく，また魚がよく通る場所（魚道）と思わ
れる場所を探して何度か試験操業をしたの
ち，設置したようです。
時
し け
化の日と祝祭日以外は網揚げを行い，網
に入った魚を運搬船で漁港まで運びます。入
る魚は日によってさまざまです。その日の漁
模様を見ながら，市場によっては取り扱う魚
種が僅かに異なるため漁港に帰るまでの間に
何ヵ所かの市場に連絡をして値動きを確認
し，燃油費や人件費を考慮して採算が取れる
と判断すれば，水揚げする市場を決めます。
もし採算がとれないと判断した場合には，漁
港内の生け簀に入れて飼育しながら出荷のと
きを判断しています。市場以外にも，養殖業
者（小型のアジ・サバ等）やカツオ一本釣り
漁船（カタクチイワシ）が必要とする生餌と
しても出荷しているようです。また経費削減
のために，将来は網の内部にカメラを取り付
けて，魚の入り具合を確認しながら漁模様の
悪いときには網揚げを取りやめ，燃油を削減
する方法も検討しているようです。定置網で
は，予想していなかった速い流れが発生し
て，設置した網を破ったり流したりすること
があります。そのため，台風の前には網を揚
げたり，流れにより受ける抵抗を低減するよ
うなロケット型の浮きを使うなどの工夫がな
されています。
このように，定置網の設置から魚の出荷に
至るまでに，多くの情報をもとに経営判断を
下しています。
〔カツオ一本釣り漁業〕
カツオ一本釣りの漁業者は，漁に必要な生
餌であるカタクチイワシの入手場所の確保に
始まり，所属する漁業協同組合の漁業無線局
から送られてくる情報（僚船の漁模様など）
に加えて，人工衛星からの海面水温や海色情
報（海水のにごりや植物プランクトンの分布が
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分かります），またカツオが追う小魚を狙う
海鳥の群れを専用のレーダーで探すなど，あ
らゆる情報を駆使して漁場を決定します。
一本釣りで漁獲したカツオは主に生鮮魚と
して流通するため，鮮度が重要です。また取
り扱っている漁港が限られていますので，カ
ツオの水揚げ港は，無線で送られてくる市況
情報や港までの距離などから判断し決定して
います。水揚げ港までの移動経路も，海流の
状況により航行時間が異なることから，人工
衛星から得られる海流の情報をもとにして最
も短時間で航行できるよう選択しています。
また最短時間で航行することから燃油の消費
量も少なくて済み，二酸化炭素の消費量も抑
えることができます。
カツオ一本釣り漁船はカツオを漁獲対象と
するだけでなく，ビンナガ等の魚価の高い魚
種の漁場が形成されている場合には，長さや
強度の異なる竿を用いて漁獲しています。そ
のためには出漁前からあらゆる状況を想定し
て準備しており，現場では漁具，漁法を臨機
応変に変えながら操業しています。漁期が終
われば漁業者仲間での情報交換会が催され，
新しい技術情報も盛んに紹介されています。
〔イカ釣り漁業〕
長崎県対馬のイカ釣り漁業者は，イカを集
魚するため夜間に大光量の白色灯を多数点灯
しながら，疑似餌を付けたテグスを上げ下げ
して漁獲しています。白色灯を点灯するため
には大量の電力が必要なことから，大型の発
電機を稼働させています。これが燃油を大量
に消費するため，白色灯からLED灯へと替
えることで，発電機を小型化して燃油の消費
量を抑え，二酸化炭素の排出量を減少するこ
とができます。
ところで，漁業者の中には主力であった日
本海でのスルメイカの漁場が，海水温の上昇
により所属している港から遠くなることが多
くなってきたことや，輸入ものの増加により
スルメイカの魚価が低下したため，燃油や人
件費を考慮すると採算割れすることから，最
近はより魚価の高いアマダイを狙う底はえ縄
漁業に転じました。漁法は，知り合いから基
本を教えてもらい，あとは海底地形や人工衛
星からの海面水温などの情報と併せて独自の
工夫をして操業しています。
このように漁業では，海洋環境の変動を日
々関心を持って見続けており，気候変動にも
敏感で，経営判断のために必要な多くの情報
を駆使して，必要ならば思い切った転業を行
うことが普段から行われています。
〔養殖漁業〕
漁獲してきた稚魚を生け簀に入れて餌を与
えながら成長させて出荷する漁業です。
生け簀は多くの場合，波の穏やかな入り組
んだ湾の中に設置されています。現在ではタ
イ，ヒラメ，ブリに加え，クロマグロも盛ん
になってきました。温暖化が進んで海面が上
昇した縄文海進について先に触れましたが，
海岸線が内陸に入り込んで入り組んだ湾が多
く形成されたことが知られています。例え
ば，鎌倉では鶴岡八幡宮まで波打ち際が来て
おり，現在，海岸線へと続く若宮大路を中心
とした市街地は海面下にあり，古鎌倉湾と言
われる深い湾が形成されていました。
縄文海進が終わり，波打ち際が沖合へと移
動する途中で古鎌倉湾は堆積物に埋まり始
め，現在のように相模湾に向かって緩やかに
傾斜する地形となりました。このような地形
を溺れ谷と言います。隣接する逗子でも同様
の状況であったことが知られています。この
ように入り組んだ湾が数多く出現すれば，養
殖業を行うことが可能な海面が増えることに
なります。ただし海水温が上昇するために，
病気や寄生虫等への対応が必要となるかもし
れず，飼育に工夫が必要となるでしょう。
有明海や東京湾などで行われているノリ養
殖漁業では，温暖化によって河川からの栄養
塩の供給量が増えると有利になる反面，冬場
の水温が上がり塩分が下がると，成長したノ
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リの葉体にかびが繁殖して網から脱落する赤
ぐされ病が発生しやすくなります。このよう
な場合には病気に強い品種を探し出す必要が
あります。
気候変動への対応
温暖化により気候が厳しくなるという指摘
もあります。例えば，台風の大型化や，降水
量の増加が懸念されています。特に漁業には
洋上での風が大敵です。時化になると出漁が
できなくなるため，温暖化により操業機会が
減少するかもしれません。そのためには漁船
の大型化，もしくは時化に遭遇したときには
潜水艦のように一時的に潜水して時化をやり
すごすなど，技術開発の必要があるかもしれ
ません。
操業するために必要な情報は漁業種類によ
り多少異なりますが，漁船で沖合域に出て操
業することの多いまき網漁業や一本釣り漁業
では，他の船の操業状況や水揚げ港までの距
離，海底地形，海面水温などの情報を得なが
ら操業する海域を決定します。ある漁業者か
ら聞いた話では，広い海のどこへ向かえば良
いのかを決めるためには，少しでも多くの情
報があれば心強い。もし不漁であっても，判
断に用いた情報から導き出した予測を修正す
ることができる，とのことでした。そこで漁
業の操業に使える情報として，海流や水温，
渦（気象での低気圧，高気圧に相当します）の
分布などの海の天気予報ともいうべき情報を
より簡単に利用できるシステムが開発され，
少しずつ普及してきています。例えば，出漁
前にスマートフォンを使って人工衛星からの
海面水温や海色情報をもとに操業海域を決定
しています。さらには現在，数値計算による
予測を行う海洋モデルが各種開発されてお
り，今後，より高精度化・細密化が進むとと
もに，現場で得られる実際に計測したデータ
を海洋モデルに組み込みながら，精度を上げ
る取り組みも進んでいます。
また現在では海上での通信状況がまだまだ
満足できるものではありませんが，高速通信
が可能となる人工衛星を開発する構想もあ
り，将来は地球のどこでも天気予報のように
予測計算結果を数時間ごとに得ることができ
るようになるでしょう。
漁業の将来
どこで操業し，どの魚種を狙い，予測がは
ずれても別の漁法ができるような準備，操業
や漁獲物を運搬するときの省エネルギー化，
魚価を上げるため氷の量を調整するなど魚体
処理法の高度化，水揚げ港を決定するための
市況情報の収集と市場までの流通状況の把握
など，多くの判断を同時に行いつつ，漁業は
生業として成り立っています。
また漁獲物を商品として有効に流通させる
ためには，消費の動向を把握するために参考
となる市況情報が必要です。そのためには信
頼できる人のネットワークを効率よく構築す
る必要があります。日本の漁業では，漁業協
同組合が組織されており，市場への出荷を担
っている例もありますが，それだけではなく
個人取引も行われています。
漁業者は，漁模様を通して気候や海洋環境
の変化に応じてそれぞれの経営判断を日々行
いながら，操業を続けています。つまり漁場
の変化を通して，地球規模の気候変動に日
日，対応しているとも言えます。これからも
漁業は気候変動に応じて，機材の高性能化や
人のネットワークを変化させながら継続して
行われることでしょう。そして食料を必要と
している人々がいる限り，なくならない産業
です。
私たちは気候変動に対応できる漁業の将来
を見据え，漁船などの操業現場の人材育成だ
けではなく，漁業者が経営判断を効率良く行
うための情報を的確に提供できる後継者を育
てる取り組みに力を注ぐことが重要です。若
いみなさんのやる気に期待しています。
